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　エリザベツ朝の時代におけるPuritanの運動の　　は，この議会の自由に対する侵害に反対し次のよ
新しい時期をかくする事件は1572乍６月の議会に　　うな演説をしている。
おける, Puritanによる″議会に対する第一の忠　　’「女王は吾々に対して，吾々がそれを先ず監督
告。（Ｔｈｅ first Admonition to Parliament}の　　　達から受理する迄は，｡宗教の事柄に関しては如
発表である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何なる事柄と言えども，吾々が取扱うことを禁
　この頃には議会は既にPuritanの活動地盤とな　　　止した，かくては全然改革の望みはないのであ
っていた。この議会は宗教問題が議会召集の原因　　　る，私はかって，ある老議員が次のように言う
の一つであった。併し,下院が,公共祈祷書（Ｔｈｅ　　　のを聞いたことがある。″法王の追放，真の宗
Book of Common Prayeりに取って代わるべき　　　教の改革は，この議会から始まったのであって
　″儀式に関する法案。（Ａ Bill for rites and　　　監督達から飴まったのではなかった。と）
ceremonies}を討議している時，’エリザベツ女王　　　彼はこの演説のためにTowerに送られた｡（註3）
は，″今後宗教に関する法案は先ず醗初に監督達　　Puritanが彼等の政策においで新しい｡重大な出発
Bishopによって考察され，認められたのでなけ　　をなしたのはこの時であった。女王あるいは監督
れば議会に提出すべきではない。又議会はそれを　　に訴えることによって，彼等か望んセいるような
受理すべきではない。という通知を議会に与え　　改革をなす希望を失ったので，彼等は議会に訴え
た。（症2）これは明らかにエリザベツ女主が議会の　　よ゛うと決心した｡‘ロこ／ドンにおいて行われた指導
Puritan的傾向を察して，かかる議会によって宗　　者の集合において″議会への第一の忠告。（Ｔｈｅ
教問題の討論せられる結果について考え，それを　　first Admonition to Parliament _]〉として知られ
警戒した為であると思われる，かかるエリザベツ　　ている宜言を起草することが決められ，それは15
女王の高圧的態度に対し-r. Puritanは応じたので　　72年匿名で発行された。併し，この宜言はアルデ
ある。この議会の議員であったPuritan議員のビ　　ルベリー(Alderbury)の牧師であったJohn Field
－ター・ウェントウワアースPeter Wientworth　　と　Thomas Wileﾒ3cks　との協同の作であるど考
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えられている。この宣言はPuritan運動のこの段
階におけ｡るPuritan達のいだいでいた見解の明瞭，
耳詳細な宣言として歴史的に貴重な史料である。
今そめ,内容を詳細に見るのは,この時期のPuritan
の精神を知るのに必要であると思う。（註4）
　その内容は，第一部，第二部に分かれている。
第一部においては，議員に「真の宗教の回復と神
の教会の改革」に力を尽されんことを懇願し，モ
のことは唯，儀式，教会政治の両方面にある仝て
のロー－・カトリック的残滓を除くことによって
のみならず，更に積極的に主御自身が彼の言葉で
命じた事を神の教会に持ち来し設けることによら
て遂せられるのであると説き起して大体次のよう
に述べている。
　　「吾々は英国においては正しく改革せられた教
　会の外形をさえ持っていない。その外形とは次
　の三つであると言うことが出来る。第一神の言
　葉を純粋に述べること，第二，聖ﾈL典を真面目
　に執行すること，第三，厳格なる罪に対する警
　告とその矯正より成る教会訓練である。第一の
　点について見るに教義の本質は健全である。併
　し，宣教者は神の言葉に随って試験され，招聘
　され任命されていない。彼等は昔の教会におけ
　るが如く教育する能力，敬虔なる回心の有無に
　ついては試験されないで社会におヽける屑のよう
　な者，教育ある者も無い者も，監督達によって
　一度に多数任命されており，又彼等は会衆によ
　って選ばれるのではなく且各人がｰ一個の群に招
　かれるのでなく，寺祗から寺祗を求めて飛び廻
　っている。彼等は説教，信仰箇条’，訓令を朗読
　するだけで，勧行や祈祷書に指定された命令に
　縛られている。。しかも彼等を縛っでいる祈祷書
　,の中には神の言葉に矛盾した多くの事柄が含ま
　れている。
　　第二の点に関しては聖ﾈL典の執行には多くの
　虚偽が含まれており，ローマ・カトリック教か
　らの借りものが残っている｡･
　　第三点に関しては教会の訓練は，牧師，長老
　執事の代りに一人の人間の教会に対する法王の
　ような支配があり，牧師の平等はな｡くて大監督
　Archbishop監督Bishopがあり，破門は全く
で誤ｙて用いられているＱ　　　　　●　　　●‾ｌ　。
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　　ﾉ以上のような状態セあるから議会は今はもは
　や姑息的に補綴したり接ぎ足したりすろ場合で
　はなく，仝ての反キリスト教的なるものを一挙
　に除いて御言葉の純粋性，聖ﾈL典の執行，及び
　キリストが命令し，教会に薦めた厳格なる訓練
　を完全に植えつけなければならない」
　第二部は次のような胃頭の句をもって始まる。
　　「モれの為｀に敬虔なる牧師が署名ナることを拒
　絶した英国教会内に残存するローマ・カトリッ
　タ的悪弊の概観」
　そして，｀その中には
　　「彼等は公共祈祷書の使用及び全てその内容は
　神の言葉に惇らないというどとに署名し，それ
　を承認しなければならない。併し実際はこの書
　物はローマ・カトリック的糞堆から取り出され
Ｉた不完全なるものである。ミサ文は憎むべきも
　のに満ちている。何となればモの中の内容の多
≒くは神によって諸君遂に証せられたように神の
　言葉に反するものである｡j
　と述べて，一々原文から誤謬を指摘し，更に總
けて，
　　「大監督の法廷「The Archbishop's court」）は
　不潔な沼であり，･汚れた水溜であって忌わしき
　ものに満ちており，全国を感染している。宗教
　委員会の法廷（Ｔｈｃ commisaries Court)は前
　の大きな水溜から流れ出る小さい臭い清に過ぎ
　ない。聖ﾈL典並びに服装に関しては，聖ﾈL典の
　執行は前に示した如く誤っており，秩序とﾈL儀
　の為に命ぜられていると主張される服装は，そ
　れの使用には秋序もなぐ美しい点もない」
　と述べ最後に，
　「若し以上の事が達せられないならば吾々は神
　の恵みによって苦しみを受けても神の真理を守
　ることに尽力し且つ薯んで一身を犠牲にするつ
　4,りである。そのことは吾々の平和で･あり，吾
　々の仝き救いを成就する迄忍耐をもって待ち
　望んでいる神との静かな和ぎを持つことであ
　る」
　と結んでいる。
　これによっ･で分かる如く，「忠告」はカ?レビン
Ｊｏｈ八Calvin･の精神の香高いも｀のセある。この忠
告は1553年の末迄に四版を出した程読まれ，時の
英個I澗･･教･徒　の':歴に'史人其のこ)……,(,吉川S)
大監督･･Whitgifi ･はこめ忠告に答えて,英国教会を
弁護ず右書物を出し･だレ{An Answere to acerten
libel intituled An Admoniton to the Parliamとｎ･
t）これに･対し更にPuritain側では「第二忠告」
(The Second Admonition)を出した汀第二忠告j
は更に具休的に教会の改革について述べ，即ちカ
ルビンかジェネバで行った･長老主義の教会制度が゛
唯一の改革方法であることを説明している。（肘5）
　かくて今やPuritanの運動は教会制度の本質に
触れて来た。而かも改革の範を当時の大陸におけ
るプロテスタントの理想郷ジｙネパに求めたので
ある。この二つ｡のAdmonitiりｎ.は，後に,15744jiに
現れる「神の御言葉に照して見た教会訓練の宣言
と英国教会の神の御言葉よりの堕落（A full and
plain　declaration -･of ･Ecclesiastical　Discipline
out. of the Word,. and of the declining of the
church of England from the Same}と共に英国
に聊けるカルビン的Puritan即ち所謂長老主義者
の規範書となった。こ,の長老主義的Puritan運動
を指導したのがトー｡マス・が二トライト(Thomas
Cartwright)である。（註6）一言で言えば長老主義
Purit岬は現在の英国教会は真の神の教会でなく
真の教会は即ち，聖書に示された使徒時代の教会
は長老主義組織であった。故に英国教会は改革し
て長老主義にせなければならなりと言うのであ
る。併し，かかる考え方は女王を特に不快にし，
又大監督を始めとして，教会当局の反対を買い，
　「忠告」発表の年及びそ９翌年には猛烈な弾圧が
あり，トーマス・カートライトは大陸へ亡命しな
ければならなくなり，ようやく現れた運動もその
萌芽において踏みにじられ，その発展は80年代を
待たねばならなかった。併し，この頃に長老主義
Puritan達によってその主義の宣伝に利用された
のはProphes vine と称する集まりであった。（註7）
　この集会は教会内のPuritan一派の者が聖書の
組織的なる研究と聖書についての討論を行うこと
によって僧侶並びに平信徒の宗教的啓発を目的と
して行われたものである。この集会は監督達の許
可を得て行われたのが多い。吾々はProphesying
の性質と目的をリンコルン･の監督の認可の下に行
われた集会の規定を書いた当時の･史料にiよって知
る事が出来るふj.それによって見るlと次のような状
｀3
況であっ'だ1　　　　　　　　　　　　　　'
　寸この集会は毎週木曜日午前九時から十一時開｀
　　　｜　　　　　　　－　　　　　　　　●　　■　　　　Ｉ催ナる√毎回一度に三人の説教者か選ぼれ,｀モ
｀の三人の名前は前もっ七主宰者に知らされてい
　る。その三人は同一の聖所の箇所について順番
　に説教をする。説教する者は注意して選ばれた
　聖書の箇所に基づかない他の事に話しか及ばな
　いようにし，又教会の現在の状態について議論
　することは出来ない。又お互に論争しないよう
　にしなければならない。
　　会の始めに最初の説教者は教会の状態の為に
　簡単に祈り，会の終りには主宰者は特に女王陛
　下の為に祈らねばなら者い。　　　　　　　-･･
　　吾々の会は全て英語で為され，聖書や教父達
　‘や平信徒の著作等かちのラテン語の引用を避け
　ゐこ･とにする。　　　　　　　　　‥‥‥　‥
一会か終ると，その会に集まること'を前も'フで
通知せられでいなかった仝ての者を除いて,プ一
　同は別室に集まって第一の説教者につい･七次の
　よう｡なことを調べる｡‥この場合／第一の説教者
　はその場にいない。たとえば，最初にj彼の教
　義は健全であるか，彼は如何にテキストを守り
　あるいはテキストから離れたか，聖書がいかに
　真実に講解された'か，彼の話し振り，態度はど
　うか等と言うことである。
　　かかることか論争されて後，第一の説教者は
　呼び出されて主宰者並びに他の者より色々と警
　告を受ける。同じような調査か説教者の生活に
　ついても為され･，かくして吾々は教義と生活の
　両方面において改革せられるめ'である。何人も
　この会を避けたり，自分の順序を誤ったり秩序
　を乱したり，兄弟の警告を忍耐して受廿ること
　を拒んだりすることは出来ない。吾々の会に參
　加すろ牧師の任命は国家官吏が為すのであって
　吾々は国家官吏に認められた者以外をもって之
　に代えることは出来ない｣　　　　　　　一
大体以上のようなものである。これぱよって
Prophesyingなる集会が如何なる性質のものがあ
ったかが了解される。,･乙の集会は監督の認可の下
に行われる教会改革の運勤でありて，長老主義的
Puritanの･よう孤,教会制度を攻撃するよう･な過激
な種類のものではなかった。併し過激なるPuri-
喝 高知大学孝術研究
tａｎ達はこの集会を利用’して自己の主義の,宣伝を
なすようになり，･Prophesyingは堅く･規則に禁ぜ
られているにも不拘，論争と争斗的討論になって
来た。これがエリザベツ女王をしてProphesying
加禁止せしめた理由で声った。併し，時の大監督
GrindalはP ropesyingは教会に有益なる事柄であ
って存続するのが得策である等の手紙を送った。
女王はGrindalのこのてぬるい態度に飽きたらず
従来の慣例を無視して1577年直接自ら監督達に手
紙を送ってProphesyingを固く禁ぜ’しめた。これ
は教会の事に関して女王が如何に専制的であった
かを示している。い8）
　この時より, 1583年頃迄はPuritanは何等実際
的試みをなしていない。（ｄ）この期間においては
¬般の人々の間には教会裁判法廷に対する批判が
益々盛になり，議会は段々Puritan的な色彩か濃
厚になった。エリザベツ女王は議会のpuritan的
傾向を嫌って1576年か,ら1580年迄五年間議会を開
かなかった程であった。
　併しPuritanに対する徹底的弾圧は1583年にな
ってWhitgiftが大監督になる迄延ばされていた
これは如何なる理由によるのであるか。
　第一に考えられるのはPrivy Council （廷閣｡）
の態度である。当時, Privy Council はPuritanに
対しては一般に寛大な態度を取り，時には監督達
に対するよりも，更に好意をもって接したことす
らあった。Hallam教授はかくの如く当時エリザ
ベツの廷閣のある者をしてPuritanに対して断固
たる態度を取ることをちゅうちょせしめた事情と
して女王の一身の生命の危険と王位継承者の未決
定とをあげている。これは当時の政情を深く考察
する時，最も当を得た観察であると思う。（,1o）
　1570年，北方の叛乱，それに続くノルフオルク
侯The Duke of Norfolk の処刑によって英国の
封建制度は終末を告げた。今や新興勢力，新支配
か旧勢力に勝ったのである。併し以後英国のこの
新支配を阻止して，旧支配に復せんとする勢力は
Scottlandの女王にして，当時英国に幽囚されて
いたMaryを中心として執拗に続けら･れていた，
かかる勢力は，外，スペイｙとロー･マに連関を有
していることは言うまでもない。　　　一
丿彼等９チ盤｡として選耀れたのがエリザベツ女王。
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　を除いて，その跡にMaryを置かんとすることで
　あった。この企ては1583年前後に最も悪辣なる手
　段となって現れて来るのである。
　ごとにおいて，反カトリックということと愛国
　ということごとは一うになっ’て来た。加うるに1570
　乍以後英国におけるカトリック教の性質は次第に
　変化して来た。カト･リッタ教徒は数の上では減少
　していたが，加わる迫害によって試練を受けて熱
　心と一碓信に満だされるようになった｡I英国カトリ
　ッグ教徒ぽ段々英国的でなく,ロ･－マ的になった。
　且それは外国勢力，反国家的力め支配に陥るよう
　に･なった6かかるカトリック教の変化に大きな役
　割を果したのが，この頃英国大の為に国外に建て
　られたカトリック学生の学校であり，そこの卒業
　生か続1々本国に入りこんで来て失われたカ｀ト･リッ
　ク勢力を挽回せんとした。（｡11）･　「かかる危機に
　あって彼等はPuritanismの熱烈な大胆な非妥協
　的精神に大いに期待ナることか出来た。その精神
　は,。スコットランド改革家の精神と同じものであ
　り，征等め助けによって集会の貴族達はMaryの
　勢力にも不拘，ロー々・カトリック教を覆すこと
　が出来たのであるjとHal lam教授は述べてい
　る,ノ
　　この外に吾々はこの期間におヽけるPuritanが倚
しばらく圧迫を免がれ得た理由として大監督Ｇ「
　indalその大の性格を見過してはならない。前述
　のように彼はPropbes ying に対するPuritanに同
　情する態度に･よってエリザベツの怒りを買って15
　82年彼め死の直前迄殆ど職務停正と同様な状態に
　置かれていた。（｡12）
　　併し，吾々は肯外に大切なる理由としてPurit-
　anismそのものの性質を挙げな廿ればならない。
　　ごの頃のPuritanは初期より更に進んで教会制
度の木質に迫っ･でいるとは言え，未だ後の「分離
派」(Separatist)の如く教会に対する国家権力の
午渉を絶対的に拒絶するような過激な徒では尨か
った。カートライトペ
国教会を見捨て別に教会を建てようとしたのでは
,なく∇英国教会を改革しようとしたものである。
その範をジェネーバに求めたに過ぎない｡仮に彼
等が止･むを得ず別箇の集会を持ったことがあった
としても，そのことは彼等の教義の｡主要刄｀点では
英7国　澗’教
なかった。彼等はｎｏｎ･conformist非服従教徒で
あ･つてもSeparatistf分離主義者)ではなかった。
彼等は倚英国教会内に留まるだ廿の寛容さがあっ
た。,この点は後のSeparatistと異なりSeparatist
は長老主義Puritanを不徹底なりとして排斥して
いた。
　1583年WhitgiftがGrindalに続いてカこ／タベ
リ｀－の大監督となるに及んで上述の如ぎPuritan
に対する寛大なる感度は終りを告げ，これより
Puritanは非常な圧迫を受けるようになる。殊に
1588年から後は徹底的に弾圧せられた。私はこれ
よりエリザベツ朝期におけるPuritanの発展は新
しい段階に入ることとなると考える。私は1572年
よりこの時迄をエリザベツ朝におけるPuritanの
歴史の発展の中期と考え，これ以後を後期と考え
た卜。
　Whitgiftは大監督に就任の数ヵ月の後に仝ての
監督に対してArticles touching Preachers and
other Orders･for the Churchesを発して，各監督
に夫々の地方において厳重なる励行を要求した。
(註13)このArticleの主要なる点をあげれば，これ
迄の非国教徒に対する法律を徹底的に施行するご
と，個人の家での集会の厳禁，牧師は年に四回祈
祷書に随って勧行を言い，聖礼典を執行すること
牧師の選定に惧Ⅲを期すること，牧師の僧衣につ
いて，等である。併しこのArticlesで特に注意す
べきは聖職にある者は必ず次の三点について署名
することを要求していることである。即ち第一，
君主の首長権The Royal Supremacy第二，祈祷
容の無謬性とその使用｡･第三, 1562年の信仰箇条
の承認，の三点である。(註14)
　Whitgiftの要求せることは従来とても要求せ
られていたことで，あるいは特別に新しいことで
ないかも知れない。併し，今度はその実施の厳重
さ，一点の仮籍することのない吹烈さが今迄とは
異った点である。彼はこれがために，かの｢首長
令｣によって権威を附与されていた｢宗教委員｣
Cecclesiasticalcommision'〉の組織を竃固にし
て, Puritan弾圧に使用した。今や高等委員法廷
(High Commision Courtヽ2〉の委員は単に痢教上
の調査，吟味を為すこと,より進んで，従わないも"
のに課税し，更には投獄するようになり，｡普通の
I史（其のヒ）∧（古川） ５
法廷め権威･を持つよ岑に差っ'た。更に後此･問題と
なり‘攻撃せられたのは，この委員会が行っ‘た所謂
ex officio mero ど言われ'でいる審問制慶ゼあ
る。即ち人々は何等の嫌疑もなく，訴え出る者も
なくして，召換され，役人から課せられている誓
いをなさればならない。それを拒絶する者はそれ
だけで投獄されるという制度である。
　Whitgiftは何故かかる過酷なる方針を取るに
至りたであろうか，あるいは彼の性格に依るでも
あろう。彼は生来,又教育から偏狭で不親切であっ
たと言われている。'彼は又神学論争の将でもあっ
た。ヵ－トライト達に指導された長老主義派の神
学者達がAdmonitionを出した時，英国教会側を
代表して，これに反論をなしたのはWhitgiftで゛
あった。彼は当時の論争家の常として，自己の研
究の結果からのみならず自負と憤りからもご現在
係っている論争の重大さを過大視して，'自己の有
せる地位権力を利用して論敵に対したセもあろ
う。併し，彼がエリザベツから寵愛を受けたこと
彼がエリザベツを味方にしていたことが'，彼が廷
閣／議会を押し切って強硬なる態度を遂行七た理
由である。真に，エリザベツは彼･において彼女が
常に願っでいる自己の絶対主権の主張の援助者を
見出すことが出来たのである。何･となれば，｡彼は
多くの教義の点でカルビュストであったが,｀併し
教会の民主化に反対して議会並びに長老主義的僧
侶に対して君主権,監督権を主張したからである。
更に吾々はかかる弾圧強化の理由として1588年所
謂,″無敵艦隊。撃破による政情の変化をあげねば
ならない，″無敵艦隊。撃退によって国内におけ
るローマ・カ'トリック的勢力の反抗を完全に馳逐
し全力をあげてPuritan撲滅に対することが出来
るようになったこと並びにこれまで彼等を最も良
く保護してくれたライヶスター伯Earl of Leices-
tｅrの死であ＆。
　さて前述のような当局者の出様が，その反対者
に何等かの決定的な結果を与えることはかかる種
類の４争においては常に見る所である。今やPu-
ritanの運動は今迄にないよう凛積極的な形態を
取って現れるよ･うになった。
　先ず吾々は，既に主義として現れていた長老主
義Puritanが実際に英･国々教会より分地して長老
6ﾐ 大学学術豚鶯
主義に俐した別箇の教会を創め･たこと･を注目せな:
けれど秀ら廠い。　　ご　　　　　　　'‥
　･先に当局の強硬なる態度ごと指導者ヵ－トライト
のNetherland ｡･(ネザーラン｡ドj)への亡命によっ
て発展を阻止されていた長老主義Puritanの運動
はProphesyingめ禁止の後，80年代になっでCO-
nfetenceなる｡新たな会を通して着々として英国教
会を長老主義化によって改革せんとする迎動を続
けた。(註5)｡
　このConference　なる会議は先の｢第二忠告｣
の中‘゛に教会改革の具体的方法として示されていた
をのであって，数箇の教会から長老主義を奉ずる
牧啼が集まって現在の英国教会の状態，祈祷書等
につ'いて意見を交換し教会を改革しようとするも
のであヽる，この会は前のProphesying'と異った当
局に認められた会でないから当局の目をぬすんで
秘密裡忙行われた。次第にその数を増して，主と
して中部，南東部諸州で行われた。
　'との会は上述の如く，政治的理由からPuritan
か寛大に取扱われているのに乗じて段々と発展し
七い'つた。1586年の議会に訴える為にLondon
のConferenceは殊に諸州のCoferenceと連絡し
て活動し，この時の議会ではPuritanの支持が圧
倒的であった。(註16)かかる時:, Whitgiftの弾圧政
策は益々Puritanの結束を固くした／
　1585年。ヵ－トライトが亡命先より本国に帰っ
てよりは，彼はこの運動の指導者となった。そし
て, 1586年｢訓練の書｣(Ｔｈｅ Book of Discipl-
ine)がGeneral Ｃｏ?erenceによって採用せられ
てからは，この運動は，この｢訓練の書｣を中心
にして,これを実現することに焦点が集められた。
(註17)かくして, 1587年, 1588年頃にはConference
から代表者の集まるGeneral Conferenceが行わ
れた｡･･最4)有名なのはヵ－トライトの出席してい
たWarwickshirのGeneral Conferenceであった，
この会でそこに集まった牧師は｢訓練の書｣゛を彼
等の拠るべき基本とすることに同意して署名し
た。かくて1588年頃にはこの運動は長老主義的組
織を取るようになった。‘
　この時，極端なるPuritanによって英国教会殊
に大監督を攻撃したパンフレ｡ツトが出版せ,られ，
これを機会に当局は徹底的に迫害９チを伸ばし，
･告，男4二巻ご第じ51号
遂に０)?erenceの運動は撲滅せられる｡に至っ｡だ:
各地のＣｏ?erence は次々に解散させられ,｀カこｰ
ﾄ・ライトｊ)遂に投獄せられる･拡至り長老主義的
Puritanの運動も影をひそめる事となった。　ミ
　エリザベツ朝のPuritan運動の終末を述べるに
先立って，吾々はその源派を長老主義と同じくし
ながら，それより分かれて更に，モれを徹底せし
め，且今後の丿uritan運動に多大の影響を与えた
分離主義rSeparatism^の運動がこの頃活発に海
ったのを見なければならない。・　　ご
　分離主義は1581年Ｒｏｂｅｒt BrownがNorwichに
分離主義の理論に基づいて英国教会より独立せる
教会を建てたのに始っている'。併し，当時，とう
ていかかる教会を看過するような寛容は望まるべ
くもなく，彼は教会員と共にNetherlandのMid_
delburgに逃れ，そこに教会を建てた。ここで彼
が懐いていた理前を公けにした三冊の書物を印刷
し出版した。(註18)この書物によって分離主義の立
場を明らか匯している。彼のこの論文は本国に持
ち込まれ，流布された。併し，これらのパンラレ
ヅトは政府より″叛逆的。Rebellious な 右書物ど
して出版を禁止され，没収された。Whitgiftが
大監督に就任せる時にはこの主義は既に拡まり。
Norwich以外にも少さな分離主義によるヽ教会かあ
った。
　分離主義の精神を知る為には／吾々はブラウこぐ
Robert Brownの思想を知らなければならない。
Brovvnは教義においてば長老主義Puritanと同
じカルビュズムCalvinismであるが，教会に対
する考え方か長老主義と異り彼は英国教会をも長
老主義をも同時に攻撃する，彼は前述め害物で，
教会を改革するに当って，国家かそれをなす迄待
つのは愚かなことであり，又真のキリスト者に非
ざる者がい･る真ならざる教会より分離して別に教
会を建てることは何等罪に非ざる事を述べて，モ
づ上自分の行わんとする教会改革の計画を説明し
ている。
　彼の思想の内で特に注意すべ‘きは国家の官吏は
何等宗教上め権威を有せずとした点と教会組織を
個人を中心といた民主々義的なるものと考えた点
である。政治にか,いては｡｡ヤリスト者は長官に服
従し,長官を蓄電し官吏に任免なければならない･｡゜
英国　清教　徒の　歴･’史（其の＝1）’（吉川）
併し，教会において･は両者等しく神の前に一介の
信者であって平等であり，教会は夫々独立してい
るのであって各々自立的に儀式，ﾈL拝を規定し，
個々の教会を支配するような教会政治を認めな
い。この点長老主義をも否定している。
　ここで問題になるのは,かかる分離主義Puritan
がいかにして発生したかという事である。カルビ
ュズムをそのまま英国に実行せんとしたのが長老
主義的Puritanであ,つた，これは問題が簡単であ
る。併し，分離主義Puritanの場合は簡単ではな
い。カルビ＝・ズムから分離主義への直接の発展は
考えられない，吾々はモの問題の解決を早くから
英国殊にLondonにあった再洗ﾈL派Anabaptistや
その他のSpiritualismの影響に求めるのが至当
であると思う。
　,かくして始められた分離主義者の運動は1580年
代の床頃になって，へｙリニ・ハローCHenry
Barrow"〉ショーｙ・ダリーンウッドCJohn Gree-
ｎｗｏt）dj）ジョン・ヘンリーCJohnPenry}等に代
表せられて続けられた。而かも注意すべきは分離
主義の性質上その運動か著るしく過激で当局の目
をかすめてなされた為に潜4鴉勺であったことであ
る。分離主義者の運動は議会でも最も危険なるも
のと忠われていた，分離主義撲滅を企てる人は分
離主義は長老主義から出たものであるという処か
ら長老主義をも撲滅せんとした。ヘンリー・ハロ
ー，ジョーン･ダリーンウッド，はLondonにおヽ
いて分離主義による集会を開いて捕えられ，共に
1593年迄牢獄に監禁され,伺年一緒に処刑された。
この間に，ハロー，グリーこ／ウッド両人によって
書かれた英国教会並びに長老主義を攻撃する文書
は秘密裡に獄外に持出され印刷に附されて伝播さ
れた。倚両人の処刑が【彼等は英王国並びに教会
を破壊し，且】400年上以に亘ってこの教会の良き
統御のために作られて来た善き法律と訓令を廃止
せんとする革命家であり謀叛人である」という匿
でなされたということは彼等の教会改革の運動が
従来に比して如何に過激な’ものであったかという
ことを示している，ジョンペｙリーも両人の死刑
後｡２ヵ月にして同様な罪で死刑に処せせられ
た。(4 19)
・かかるPuritanの過激な行動に刺戟せられて同
年遂にエリザベツ女主め≒Puritan圧追め最後の手
7｀
段である「反Purita法」(The Act against Puritan)
が発せられた。(.23)この法律によって女王は16歳
以上の者にして正当の理由なくしてーヵ月以上英
国教会に出席せざる者，何等か宗教色彩のある秘
密集会に出席し，あるいは他人を誘った者にして
告発せられた者は投獄せられ且三ヵ月以内にその
主張を攻棄して英国教会に随わざる者は国外追攻
に処し，今後許可なくして帰国することを禁止し
た。
　こ｡の法令は過激なるPuritanを国外に追放せん
としたもの’である。かくしてPuritanは追放か追
随かの一つを選ばねばならなくな,つた。分離主義
者の多くは，アムステルダ｡ム及びナルデンに蔵れ
た。かくてエリザベツ朝には分離主義は英本国に
おいて著るしき発展をとげることが出来なかっ
た。長老主義Puritanは英国教会に忠順を誓って
国内に留り彼等の目的を達するに良き日を忍耐し
て待つこととなった。　　　　　　　　‥
　かくの如き,当局の強硬なる態度のために1593年･
以後，エリザベツ朝最後の10年間においては表面
に現れるPuritan運動は見られなかった。分離主
義者は国外に逃亡しておらず，長老主義Puritan
は英国教会に忠順を誓って平静になり，反対者側
から出される批判の声にも長老主義Puritanの代
表者と自他共に許していたカートライトさんも黙
して答えようとはせず，ひたすら時期の到来を待
った。彼等は今はScottlandのJames'VI世の英国
王位につくのを待っていた｡この時期に出たPuri-
tanismを攻撃し英国教会を擁護する書物はリチ
ャードフーカー（Ｒｉｃｈａrd Hooker}の「教会政治
の法則」（Ｔｈｅ law of ecclesiastical Polity;〉で
あって。この書物は長老主義Puritanismを公平
なる哲学者の態度で分析し，教会政治の一般的原
則を究明したものであった。この書物は長老主義
Puritanism をその原理において，もはや元のま
まの状態に留るを，･許さなく･なったのであって
Puritan運動に与え｡た打撃は大きかった｡唯この時
期に,おいてPuritanismは「安息日厳守主義Sa-
bbatalianismにその現れを見るに過ぎない。
　かくて今迄発展し来つつあったPuritanの運動
はエ’リザベツ朝末期におヽいて一時停頓の状態にな
った｡･併し決して消滅したのではな卜。唯時期の到
来を待らて暫時鉾を収めだともいうべき,セある｡，
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　　　第三章のー
註（I）ここにエリザ々ツ朝中期（。後斯という言葉を使づ駝のは二清教徒の発展という観点から，筆者が使用した
　　ものであって，。中期･というのは1572^6月にピューリタこ／ぶ議会にThe First Admonition to Parliameant
　　を提出した時より初まるとし後期とは15834FべWhitｇ排滴（λind・娘代ってカソタベｙ一大僧正の職につ
　　いた時をもって初まる･と考える。　　　　　　　・／　:｡‘ソ一一ｌ　　‘
註(2) Pollard : The Politicalhistory of England. 1910･P363-365.
註i3) John Brown : The English puritans 1912. P56―F57･　　　　，｡
註;4）この″議会に対する第一の忠告。の内容については次の書によった。Henry Osbon Taylor: Thought ａ-
　　nd Expressions in the 16th centui‘y･(P140―P142)　　　　　　・
註i5) Scott Pearson : Thomas Cartwight and Elizabethan Puritanism 1925.CambridgerUniversity Press.
　　P73―74　゛
註（6）トーマス・カートライトにつゆての詳しい伝記は次の書物によく書かれている。
　　　　Scott Pearson: Thomas CartWright and Elizabethan Puritanism. 1925. Cambridge Uni versityPress.
註(7) Hallam : Constitutional History of England VoI.I (Everymanμbrary版) P185
　　　Scott Pearson : op. cit. P156
註（8）この時のElizabeth女王の態度についてはS. Pearsonの上掲め書に詳しい。
註;9) S.Pearson : ｏｐ●cit P234　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
註叫　Hallam : ｏｐ. cit.P2S3
　　　S. Pearson : op.cit.P235
註叫　Ranke : Englishe Gescnichte. Viertes Kepitel RankeはここでMaryが英国に逃亡して来て以来の英
　　国の政貿を国際的見地から詳しく述べている。
　　Pollard : op. cit.･PS70―S71　　　　　　　　　　　　，･
　　Pollardはここで1570羊以後における英国のカトリック教の変化にういて述べている。
　　Hallam: ｏｐ:cit. P124―139
　　ScottPearson : op cit. P236.　　　　　　　　　　　　　‘
　　ここでPearsonは当時の英国のカトリックがいかにRomeやSpainと結びついて, Maryを王位につけんと
　　して活躍したかを述べている，彼等は随ってPuritan達を極度に攻撃したのである。
註似〉Hallam : op. cit.P186―187
註偲）このArticleはVVhitgift articleと呼ばれる。
　　Gee and Hardy : Documents illustrativeof English cnurch nistoryに出ている, P481
註叫　この三点の中で，第三の点，1562毎の信仰箇条どは何を指すか，筆者には未詳であるが, 1566毎に出され
　　たThe Advertisement 所調Parker's Article と内容的には同じものであると考えてよいと思う。
註陶　S.Pearson : op. cit.P2S9
　　ここにConferenceの性格が出ている。
註固　S. Pearson : ihid P248～251
　　English Historical Reviewl924 の中の
　　J，Ｅ. Neale : Peter Wentworth.
註吻　Ｓ.Pearson ・ibid 252～256
　－　この書物はTraversにようて書かれたもので，ジェネバの教会において使用されていた祈図書をモデ･レとし
　　て教会政治について書かれたものである。
慰細　Gooch : Democratic idears in the １７century. P42～
　　三冊の書物とは次のものを言う。｡，
　　〇″Reformation without tarrying for ａｎy。
　　　国家の権力が教会の改革をなすのを待つのは無住であることを説く。
　　○″Ordｅｒ　forstudying the Scriptures^
　　　偽キリスト者達の不信なるcommunity特に悪い教師のcommur!ityから逃避するのは罪ではない。
　　〇″life and Manners of all true Christians″　　　　　‥
　　　教会改革の訓画を説く。
註帥　John Brown : op. cit. P102～　　　　　　　　　　　　，
ｍ　Gee and Hardy: op. cit｡
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